
学校番号 3007 

令和２年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 高校数学Ⅱ新訂版（実教出版） 

副教材 ステップノート数学Ⅱ新訂版（実教出版） 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業では新しい記号やその設定によって生まれる法則や定理を解説し、まず基本的な計算技術を身に付

けることを目標にします。以後、発展的な問題にも積極的に取り組みましょう。 

授業には教科書・ノート、及び問題集を用意して参加しましょう。 

授業中に配布するプリント類の保管をきっちりして、考査前の自宅学習に役立てましょう。 

問題集やプリントなどの課題提出は、自分でしっかり取り組みましょう。 

 

２．学習の到達目標 

複素数と方程式、三角関数、指数関数・対数関数の考えについて理解させ、基礎的な知識と技能の習得

をし、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさや便利さを認識できるようにします。さらに、

それらを積極的に活用する態度を身につける。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 数学的な見方や考え方 c. 数学的な技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

複素数と方程式、三角

関数、指数関数・対数

関数の考え方に関心を

もつとともに、数学の

意義を認識し、数学的

な考え方に基づいて現

実の事象の考察・分析

に活用しようとする。 

複素数と方程式、三角関

数、指数関数・対数関数を

使って、事象を数学的に考

察し表現したり、思考の過

程を多面的・発展的に考え

ることを通して、数学的な

見方や考え方を身につけ

ている。 

複素数と方程式、三

角関数、指数関数・

対数関数の考えに

おいて、事象を数学

的に考察し、表現・

処理する技術や推

論の方法などの技

能を身につけてい

る。 

複素数と方程式、三角

関数、指数関数・対数

関数の考えにおける基

本的な概念、原理・法

則などを体系的に理解

し、基礎的な知識や計

算を身につけている。 

評
価
方
法 

確認テスト 

授業観察 

課題プリント 

ノート 

定期考査 

授業観察 

解答の発表成果 

課題プリント 

定期考査 

確認テスト 

解答の発表成果 

問題集 

定期考査 

確認テスト 

演習プリント 

ノート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

１ 

章 

 

複

素

数

と

方

程

式 

式の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

複素数と 2 次方程式      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高次方程式 
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○ 

○ 
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○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:乗法公式や因数分解の公式、分数

式について関心をもち、調べよ

うとする。 

b:分数式の四則計算と分数の四則

計算とを比較しながらとらえる

ことができる。 

c:分数式の四則計算ができる。 

d:分数式の四則計算について理解

している。 

a:複素数の範囲で 2 次方程式の解

に関心をもち、判別式を活用しよ

うとしている。 

b: 2 次方程式の解について判別式

を用いて考察することができる。 

c:複素数の四則計算ができる。解と

係数の関係を利用して、式の値

を求めることができる。 

d:複素数の範囲で 2 次方程式の解

の公式、判別式、解と係数の関

係について理解している。 

a:整式の除法、剰余の定理や因数定

理に関心をもつ。 

b:商と余りの関係や因数定理の活

用について考察ができる。 

c:整式の割り算ができる。因数定理

を用いて高次方程式を解くこと

ができる。 

d:剰余の定理、因数定理について理

解している。 

a:等式や不等式の証明について関

心をもち、その性質を利用して

証明に取り組むことができる。 

b:等式や不等式の証明について、手

順を考察することができる。 

定期考査 

確認テスト 

演習プリント 

課題プリント 

授業観察 

解答の発表成果 

問題集 

ノート 



２
学
期 

３ 

章 

 

い

ろ

い

ろ

な

関

数 

指数関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対数関数 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:指数を有理数まで拡張していく

過程に関心をもち、活用しよう

とする。 

b:指数を有理数まで拡張する必要 

性と意義を認識し、指数法則に 

ついて考察することができる。 

c:指数法則を用いて処理すること 

ができる。指数関数のグラフを 

表すことができる。指数関数の 

グラフの性質を用いて、数の大 

小が理解できる。 

d:有理数まで拡張された指数の意 

義を理解し、指数法則について 

知識を身に付けている。 

a:対数やその性質に関心をもち、指

数と対数の関係を調べようと

する。 

b:指数と対数の関係について考察

することができる。 

c:指数と対数の関係や対数の性質

を用いて、対数の値や式の値を

求めることができる。対数関数

のグラフを表すことができる。

常用対数を用いて整数の桁数を

求めることができる。 

d:対数の意味を理解し、指数と対数

の関係や対数の計算について、

知識を身に付けている。 

定期考査 

確認テスト 

演習プリント 

課題プリント 

授業観察 

解答の発表成果 

問題集 

ノート 



３
学
期 

３ 

章 

 

い

ろ

い

ろ

な

関

数 

三角関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加法定理／弧度法 
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○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:角の概念を一般角まで拡張する

意義に気付くとともに、角を拡

張していく過程に関心をもち、

調べようとする。三角関数の性

質や相互関係について関心をも

ち、調べようとする。 

b:一般角から三角関数の概念を導

入する過程やグラフを考察する

ことができる。 

c:三角関数の性質や相互関係を用

いて、三角関数の値を求めるこ

とができる。 

d:一般角、三角関数の性質や相互関

係について理解し、知識を身に

付けている。 

a:加法定理に関心をもち、三角関数 

の値を求めることができる。弧

度法について関心をもち、度数

法との関係や弧度法のよさをと

らえようとする。 

b: 加法定理や弧度法を導く過程を 

考察することができる。 

c: 加法定理の公式などを用いて、 

三角関数の値を求めることがで 

きる。扇形の弧の長さや面積を、 

弧度法を用いて求めることがで 

きる。 

d: 加法定理や三角関数の合成につ 

いて理解し、三角関数の値を求 

めるための知識を身に付けてい 

る。弧度法の意味を理解してい 

る。 

定期考査 

確認テスト 

演習プリント 

課題プリント 

授業観察 

解答の発表成果 

問題集 

ノート 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 


